


















要約 第 1の研究では 5ヵ月児と母親との情緒的コミュニケーションについての日米両サ

ンプルについての記述的データを提出する。両サンプル間で母親の乳児の情緒表出に対す

る反応に共通点と差異点が見いだされた。児のポジティブな表出に対しては日米いずれの

母親も同じポジティブな表出で応答することが多い。これに対して児の表出に対する無応

答の割合は日本のほうが高い。第 2の研究では12 カ月児のストレンジ・シチュエーション

のエピソード 3(母と児と見知らぬ女性の場面)における児の母のほうを見るという

referencing について日米比較がなされた。米国サンプルでは referencing と愛着の ABC

分類とに関係が見られたが、日本では有意な関連はなく、恐れの反応とみられる母への接

触との間に関係が見られた。すなわち日本の 12ヵ月児はこの状況でかなりのストレスを受

けているといえる。 


